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の違いの問題，距離 角度測定の偏りの影響等  を紹介した．最後に全般的た問題として調
査海域・時期について触れた．
            水産分野における数理的問題
                        遠洋水産研究所平松一彦
元物理屋の目で見て興味深い水産の話題について次の3点を取り上げた．
1．Rickerの再生産曲線とChaos
 簡単た方程式からも一見ノイズのような複雑な解が出てくることが知られている．これは
Chaosといわれここ10年余り，数学・物理・化学・生物の分野で精力的に研究が行なわれて
おり，非常に複雑た現象もそれを記述する方程式は単純である場合があることが見いだされつ
つある．
 水産資源学でよく使われるRicker型の親子関係の式もその中にChaos解を含んでいる．
Chaosの特徴としては予測不能性だとが挙げられるが，水産資源学の立場から見た場合この意
味するところについて述べた．
2．バッチと形の科学
 プランクトンや魚類の多くはパッチ状の不均一分布になっていることが多い．これは現存量
の推定・初期減耗・捕食戦略を考える上で重要であるが，バッチの分布様式，形成の理由・メ
カニズムについては解明されていないこ。とが多い．
 一方でこれまで扱いにくかった「形」の問題に積極的にアプローチしていく「形の科学」が
注目を集めている．フラクタル・パターン形成といったr形の科学」の応用の可能性について
考えた．
3．魚の行動とRandom wa1k
 魚の行動は完全た直進運動でもたいし完全なRandom wa1kでもない．第一近似としては，
両者の混じりあったものと考えることができるであろう．
 サケは，はるか洋上からその母川へ回帰することで有名である．この回帰行動が直進運動に
近い強い方向性を持ったものか，それともRandomwa1kに近いのかを，上記のようだモデル
